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第一章 緒 言

Braeuningガ1924年 肺 尖 「ヵタル」ノ比較的無

害性 ニ就 イテ、Assmannノ ・1925年 肺 結核初期

ノ「レン トゲ ン」像 トシテ鎖 骨下浸潤 テ螢表 シ、

次 イデ1926年Redekerガ 撒 年間 ニ亙 ル多数組

合員 ノ「レン トゲ ン」検査 成績 ニ ヨル早期 浸潤 ノ

肺 疹叢生上 ノ重要性 ニ關 スル報 告 アリテ以來此

ケ面 ノ報 告日一月 ニ相次 イデ現 ハ レ文 獣忽 チ山

積 スルニ至 リ、掲乙結核病學會 二於 テハ昨1928

年Wildbad市 ニ開催 セ ラ レ タ ル 総會席上

Kayser-PetersenUlrici,Graeff等 ノ成 人初 期

肺結核 ト早期浸潤 ニ關 スル臨抹的 及 ビ病理解剖

學 的報告 ア リ、我國 ニ於 テモ熊 谷岱藏 氏 ノ早期

浸潤 二關 スル詳細 ナル登表 テ見 ル、 今 ヤ此新學

設 ・・古來約 一 世紀 ノ久 シキニ亙 リ病理 組織學的
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拉 ビニ臨黙醤學的経験 ニ基 ヅキ確固不抜 ト信 ゼ

ラ レタル肺 務肺尖登 生設 テ シテ根抵 ヨリ覆 サ ン

トスルレノ封犬勢 ニア リ トイフ/ごシ｡

乍 然新 蓉學設 ノ正否 曲直 バー朝一タ ニ シテ決 定

セラルベ キニ非ズ、今 後幾多 ノ眞摯 ナル研究 ラ

挨 ツテ改訂 叉修正 セラ レザル ベカ ラズ｡

余 等 ノー人有馬 ハ藪年來肺結核 ノ「レン トゲ ン」

學 的研究 ニ從事 シ嘗 テ大正14年(192・r)年)第3

回 日木結核病學會総會 二於 テ成人肺結核初感染

トシテ右肺下野 二於 ケル浸潤像 ラ供覧 シタルコ

トア リ、常時 ハ「レン トゲ ンJ技 術 マダ今 ロ ノ如

ク登達 セザ リシラ以 テ初 期肺結核像 ノ悶明 ラ期

スル コ ト甚 グ困難 ナ リシガ此浸潤像 ハ當時 マ グ

嘗 テ成人肺結核 ノ再感染像 トシテ記載 セラ レタ

ルモ ノニ見當 ラズ寧 ロ小見 ノEpituberculose

Infiltrationニ 類 スルモ ノナ ラン ト考 へ之 テ成

人 ノ初感染結核 ト断定 シタル モ ノナ リキ｡ソ ノ

後Assmann,Redeker等 ノ登 表 テ見 ルニ及 ビ

右 ノ浸潤 ガ所謂早期浸潤 ニー致 スル モ ノナル コ

トテ知 ルニ至 レリ｡

又大 正15年 以 來有馬 ハ肺結核 二於 テ モ2米 遠

距離 窮眞撮 影 テ行 ヒ(之 我國 二於 ケル最初 ノ實

施 ニ シテ西欧 ニ於 テモ未 ダ提唱 セ ラレザ リキル

以 テ鮮明 ナル 「レ」線像爲眞 ラ得 ル コ トニ成功 シ

タ リシガ故 二微細 ナル薄影 ラモ見逃 スコ トナ ク

從 ツテ早期浸潤 テモー暦正確 ニ診断 スルノ域 二

達 セ リ、 錐然余等 ノ外來診察 二諺断 ラ乞 フ数名

ノ患者 中Assmann,Redeker等 ノ記載 セル如

キ新鮮 ナル早期浸潤 テ登 見 スル コ トハ實 二稀 ニ

シテ甑往歴 ニヨ リ初期肺結核疑診者 ト見倣 シテ

診断 テ下 スニ既 二甚 シク進行 セル肺瘍 ニ非 ズ ン

バ肺尖 ニ癒痕 性又 ハ灰化性病竈 アルモ ノカ或 ハ

理學的拉 ビニ 「レ」線學 的 二無所 見 ナル所謂潜伏

結核 ノ類 ノ ミ多 キラ以 テ余等 ハ常 二肺結核 ノ極

メテ初期 ノモ ノラ外來患者 中 一見出 スコ ト困難

ナル ヲ嘆 ジツ ・ア リキ｡

然 ルニRedekerガMUIheimlll丁 ノ健康相談馨

トシテ結核疑似者又 ハ結核感染環境者等 テ撒年

間連績的 ニ検査 シタル経験 ニ ヨ リ眞 ノ肺瘍初期

トシテ ノ早期浸潤 ハ徒 ラニ坐 シテ外來患者 中 二

之 テ待 ツ・ごキニ非 ズ シテ寧 ロ進 ンデ之 テ探求 セ

ザルベ カラザルヲ・圭張 シR6ntgenkataster(「 レ

ントゲン」記 帳者)的 民衆検査 テ以 テ眞 ノ肺結核

早期診断 ト見倣 スベ キテ唱 フル ニ深 キ共鳴 テ昼

エ タリ｡

翻 テ余等 ノー 人有馬 ハ襲 二菊地、松 田等 卜共 ニ

札幌市某 小學見童 ノ結核感染傘 ノ甚 ダ低 キ(12

%)ラ 知 リ夏 ニ山科、不破等 ト共 ニ肋膜 炎襲 生

二關 シ七師團兵士 二就 テ検査 シタルニ肋膜 炎登

生卒 ハ結核 既感染者 ヨ リモ未感染者 二多 キ(抽

封 〔10)テ知 リ從 テ年來有馬 ガ主張 セル成人結核

初感染 ・・Hamburger,Monti,Pirquet等 ノ主

張 二反 シ我北海道 二於 テノ・可 ナ リ多 キモ ノナル

コ トテ明二謹明 シ得 タル ト同時 二肋膜炎 ハ結核

初感染後約6ケ 月位 二 多 ク襲 生 スル コ トテ 明

力_セ リ、而 シテ之 ト同時 二考慮 シタルハ次 ノ

鮎 ナ リキ、即青年期 ニカ ク結核 初感染多 カ リセ

バ而 モ他面初感染 ニ次 イデ肋膜 炎登 生多 シ トセ

バ、夏 ニ又肺結核 ノ初期(初 感染 ナル ト再感核

ナル コ トテ問 ハズ)ニ 於 テハ殆 ン ド自畳的拉 ビ

ニ他蜀的症候 ナキモ ノナ リ トセバ肺結 核 ノ眞 ノ

初期 ノ像 テ見出 スガタメーハ所 謂健康 ナル青年

テ健康診断 的 ニ精 査 セザ ルベ カラズ ト、即余等

ノ所信 ハRedekerノ 読 ク トコロ ト同一 ナルモ

而 モ余等 ハ之 ヲ以 テ青年期 二於 テモ斯 クシテ結

核初感染者 ラ見出 サ ン トスル鮎 ニ於 テ彼 ト異 ナ

リ、 又此所信 ハ有馬 ガ多年 ノ抱懐 ナ リキ｡

偶 々札幌市某 中等學校 ニ於 テ年 々多数 ノ肋膜 炎

及 ビ肺結核患者登 生 シ校長 ヲ初 メ職員 ハ之 ガ豫

防又 ハ早期 診噺及 ビ治庵 ラ熱望 シ居 タ リ、給 モ

有馬 ハ校長柴○ 氏 ト相識 ノ間柄 ナ リシテ以 テ弦

二全生徒 ノ「レン トゲン」検査 テ断行 スル コ け

企 テ タリ、然 ルニ ソ ノ検査結果 ハ意外 二多数 ノ

活動性結核患者 テ見 出 シタリシテ以 テ余等 ハ此

企圖 ガRedekerノ 言 ノ如 ク結核早期診断 ノ眞

ノ意義 ラ達 スル唯一 ノ方法 ナル ラ更 二深 ク確信

シ次 イデ又二中等 學校 ニ實施 シ得 ルニ至 レルモ

ノナ リ｡
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前報 告 ハ自Pソ ノ成績 ノ登表 ナ リ、 而 シテ検査着

手 ハ昭和4年5月7日 ニシテ終 了ハ同年6月22

日 ナ リ キ｡

第二章 槍査方法

札幌市N,S.C,H.M.ナ ル3男 子 中等學校 ニ

ツキN校 ニ於 テ ノ・出席 生徒 ノ全撒((i5(;名)、

S.C.校 二於 テハ大部 分(557名) 、H.M.校 ニ ツ

イテハ希望者(367名)自D総 撒158(1名 ニ封 シ先 ヅ

「薔 ツ・ごル ク リン
1(傳 研)0.H廷(1(川1倍 稀程液

o.1娩)ラ 以 テ皮 内反慮(Mendel-Mantouxsche

Reakt)テ 行 ヒ2+時 間後 ニ検診 シ陰 性者 ニノ・夏

ニ0・2延 厚 削 ツベ ル クリン」モテ同反慮 ラ繰返

シ翌 日之 ラ検 シ陽性 者及疑 診者842(1011)名 テ

得、此 中 「レン トゲン」検査 ニ慮 ジタ ルモ ノ812

1976)名 一 ツキ透覗(背 腹拉 ビニ腹背照射)及 ビ

爲 眞撮影 テ行 ピタリ｡

寛 眞成績判断 二向 ツテハ優秀 ナル 「レートゲン」

學 的要約特 ニ ソノ手技 ニ負 フ所大 ナル ラ以 テ余

等 ハ上記 ノ如 キ有 馬 ノ提唱 スル2米 遠距離撮影

法 ヲ トレリ｡

使 用 「レ」線 襲生機 ハ島津 製作所 「ダ イアナ」號、

管球 ハ森川製作所瓦斯管球 「ギバ」、焦 劉距離2

米、lo乃 至20萬 「ヴ、ル トバ瞬間)、50「 ミリア

ムベ ア」、照射時間 ハ1/5乃 至1/10秒 トセ リ、

本法 ノ卓越 セルハ近時 二 至 リ漸 クGroedel,

Wachter等 ニ ヨ リ推奨 サ レタル トコロ・…シテ

近爲法 ト比 スベ キモ アラザ ル鮮鋭像 テ得 ラル ・

一 ヨリ漸次汎 ク探用 セラル ・ニ 至 リ シ所 以 ナ

リ6墜

而 シテ肺野 ニ病的所見 テ認 メタルモ ノ83(97)名

一 ツキ更 二結核 素因 ノ有 無、 自昼 的諸訴、他 ノ

理學的検査拉 二血液検 査(血 像、赤血球沈 降速度

及血液補盟結 合反慮膠 質紫状反鷹)テ 行 ヒ病機

ノ活動性 テ窺知 セ ン トセ リ｡

第三章 検査成績

第 一 節 青 年 期 結 核 感 染 傘

(第 一 表)

「ツペ ル クリン」皮 内反磨 二於 テ紅最 脛約4糎 以

ビラ(冊)、4-3糎 ラ(柵)、3-2糎 テ(升)、2-1

第一表

糎 テ(十)、1糎 以下 ノモ ノテ(±)、 紅最 テ生 ゼ

ズ封 照 ト等 シキモ ノラ(一)ト 記 セ リ、 カ ・ル局

所反慮 ノ外疑 ハ シキ場合 ハ全身反慮 及病竈 反慮

テモ顧慮 二入 レタ リ｡

メ ンデ ルレ氏 反1態 ニ ヨル結 核 感染 卒

年 齢 織 副 陽 性

少 年 期i13-15135316

青

年

16-171505_
.1

18-19!414

一

±

30

33

陽

十 十十

8254

121109

116121

遮 一_一 一.

十什 冊

170

315

42 8

20-21237 29 6S 5317 1

性

糊1百 分 一4s

16947.9

29658.6

320

168

77.3

70.9

22-25

期126以 上1

551224

i6」F'一+}-O-L7

8 1 1 46 83.6

4 ユ 0 12 75.0

1計1愚 騰

1336

(418) (349)

295192

(109)

・5;s42

i

(・5)1(・ …)

青 年 期 ノ%平 均
73.1

(全 禮 ノ%平 均)
68.9

()内 記入ノ数宇ノ・13-15歳 ノ少年期 ノモノヲ含メクルレ値 ヲ示ス｡

今1¢-25、`」 歳 ノ中等學 校生徒 ラ青年期 ニ入 レ 青年期 ニ於 ケル結核感染率 ハ我札幌 市 二於 テハ

以 下(15-13歳)ノ モ ノテ少年期 ト分 ツ トキハ73・1%ニ シ テ 】δ歳 以下 ノ少年期 二屈 スルモ ノ
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ラ併 セル トキハ ソノ 百分率平均 ハ68.9%ト ナ

ル、 而 シテ年齢 トノ關係 ハ大膿 之 二平行 シi遍増

スルモ ノ ト云 ヒ得 ベ シ｡

(少年期 ノ成績 テモ含 メタル全検査敷 ハ総 テ()

内 ニ記 入 セ リ、以下 同之、)

之 ラ大正12年 有馬、 菊池、松 田等 ノ當市小學見

童 即少年期結核感染 傘 ノ5{)%二 充 タヌ(42%)

罹 患卒 ト比較 スル トキハ札幌 市 二於 ケル結核 感

染 率 ハ大 約小見 期 ニ於 テ1/2ト ス レバ残籐 ノ牛

敏(1/4)ハ 青年期、尚残 リノ1ノ+ハ ソレ以後 二於

テ螢 マルモ ノト推 定 シ得 ルモ ノナ リ.

爾 有馬、III科 、 不破等 ノ肋膜 炎畿生 ニ關 スル研

究 テ ミルニ第 七師團兵士 ニ於 ケル特 登性肋膜炎

壁 生ハ 「ツベル クリン」皮 内反慮及補膿結合反癒

陰 性者 ニ於 ケル雨陽性者 二於 ケル ヨ リ遙 カニ高

位 ニ アル コ ト(1川封40)ヨ リ シテ、特瑳性肋膜 炎

ラ結核性 ナ リトノ前提 ノ下 二於 テ・・結核感染 者

ノ肋膜 炎議 生 ガ既感染者 ノソレヨリ著 シク多敷

ナ ルハ凱記 ノ如 ク青年期及 ソ レ以後 ノ結核初感

染 ノ如何 二屡 丸存 在 スルモ ノナ ルカニ封 シ前實

瞼結 果 ト相侯 ツテ明 カナル本質的解答 テ與 フル

モ ノト云 フベ シ｡帥Pirquet等 ノ論 ハ決 シテ

総 テ ノ國土、都市、村 落 ニ適用 セ ラルペ キニ非

ズ、 從 テ成人 ノ初 感染モ地方 ニ ヨリテハ決 シテ

甚少カラサごル テ思 ハ シム｡

第 二 節 「レ ン トゲ ン」検 査 成績

(窺 眞)(第 二 表)

今 心臓、血管、肝臓、 骨影等 ノタメニ被蔽 サ レ

「レン トゲ ン」影像 トシテ出現 セザル病竈 ラ度 外

覗 ス レバ

第 二 表 「レ ン トゲ ン」學 的 分 類(窩 眞)

メ ンデ ルレ

氏 反 鷹 陽 胸 部 ニ病

胸部ニ病的攣化 ヲ認 メシモノ

初 惑 染 再 感 染

年 齢

…1

性 者 中 攣iヲ認 メ
「レ」検 査 ザ リシ モ

ヲ行 ヘ ルレ ノ

モ ノ

初 期
攣化群
胸内淋巴
腺腫脹

●

i新 鮮
早期寝潤
及其績獲
症状

血行性播
種性結核
灘也芭樹 肋膜炎
肺門周園浸
潤

(滲 出 、肥

厚)

少年
期

歳
13-15

16484 47115
1

017
昭

6

く一

15

i・ ⑭

青

年

期

16-17
281

1173
53}22・-

1

…o■ ・8 一 ・17…

← ・

・・① ・1
111

④

18-19
308 164

一一学

8

一 一'-

80

-一 一}一 』

160

25← _..21 ・14
一一 一

18・ 一

←

・・…18

0…}④

2・-2・-69
14← 一 ・1・ ・-6 一 ・ ・7・

一 一

5

・・1

0

2

22-25 46 15 1州8 1 0 0

一 『早

}・

26以 上 9 1 5i2 0 0 1 00

-一一 昭一 一

321

(4)1(26)計
812
(976)

431
(515) (21571262).(86)1(重 三(選 、

48

(54)

%平 均
■

53%
(52.7%) (ll:1髪、i

8.7%

《8.8%) 1
0.49%

(0.4%)

一　 一

昭
3.4%

c日%)

5.9%
(5.5%)

0.37ク612,696

(0.496)!r2.7ク6)

()内 記入 ノ数 字 ・・少 年 期 ノモ ノ ヲ含 メ ク ルレ値｡

一 一 〇 ノ・同 時 ニ病 攣 ヲ有 ス ルレク メ墜 方 ニ算 入 サ レ シモ ノ｡

A、 皮 内反癒陽性 ニ シテ胸 部 二認 ムペキ(結

核)病 攣無 キ モ ノ、431名 一一一53%(・515-一一

52.7%)

然 レ ドモ此撒 ハ決 シテ肺臓 以外 ニ於 ケル結核初

感 染竈 ノ頻度 ラ直 チニ指示 スルモ ノーハ非 ズ シ

テGhon,Kifss等 ノ之 ニ ツ イテノ剖 見的検出

率20%ヨ リ遙 カニ高 キ ・・我 々 ノ場合 ガ間接的

推 定 ナ ル ニ 反 シ彼 等 ノ ソ レ ハ 直 接 所 見 ナ ル ガ タ

メ ナ ル コ トノ・容 易 二 首 肯 シ得 ラル ベ シ｡

B、 皮 内 反 鷹 陽 性 ニ シ テ胸 部 ニ 病 的 憂 化 ラ認

メ シ モ ノ361-一 一47%(・1(;1-17.3%)

一
、 初 期 憂 化 群Primarkomplex(Ranke)

初 期 攣 化 群 ト思 ハ レ シモ ノ215名 一21;.δ%(262

名 一一一一一26.8%)ニ シ テ 之 ラ襲 ニ 有 馬 等 ガ札 幌 市 學
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齢見 童(少 年期)ニ 於 テ同様 ナル検査 ニ ヨ リテ得

タル結 果19.396ト 比 ブル トキ ハ 可成 ノ層加 ト

イフベ キナ リ.

倫 余 等 ガ初 期攣 化群 ト診定 セルハ前小學見 童 ノ

際 二於 ケル ト同様清透 ナル肺野 ニ限局 セル濃厚

陰影 ト同時 ニ之 二相當 スル淋 巴腺 内 ニモ同様 ノ

陰影 テ示 スモ ノ ノミナ リ、從 ツテ ソレ以外 ノ初

感染病竈 ハ之 二編 入 セザ リキ｡

二 、胸 内淋巴腺腫脹IntrathracaleLymph-

drUsenschwellung

軍 ナ ル胸 内淋 巴腺腫脹 テ認 メシモ ノ71名 一8.7

%(86名 一8.8%)ニ シテ 之 ニハ 腫瘍歌腫脹 テ

呈 スル所 謂淋巴腺結核、 又 ハ 肺 門結核Hilus-

tuberkulose及 ソ ノ周園 二大小結節状陰影密 在

スルモ ノPerihil5reInfiltration(後 述 、立立ビニ

非腫瘍歌腫脹(結 核疑問、及非特殊 性腫脹)テ モ

併 入 セ リ｡

)

)

イ

ロ

(

(

(ハ)

腫瘍状腫脹

非腫瘍状腫脹

腫脹及哺門周園浸潤 テ
有 スルモ ノ

(ニ)側 一側性

雨側性

3(3)

50(58)

】8(25)

左35(42)55(67>

右20(24)

16(19)

爾肺 内病憂 ト共 ニ著 明 ナル淋 巴腺腫脹 テ詮明 シ

得 シモ ノ49(57)

肋 膜 炎 ト淋 巴腺腫脹 トテ合併 セルモ ノ

B(16)

是 等 ラ合計 ス レバ淋 巴腺腫脹 ハ133(159)ノ 多敷

一上 ル｡

此 淋 巴腺結核 ハ從 來小 見期 二特 有 ノモ ノ ・如 ク

思 惟 セラ レ肺氣管枝腺、氣管枝氣 管腺、 副氣管

腺 等 ニ登 見 ヒラル ・モ 生ナルモ余等 ノ検査 二於

テ青年期 ニモ ヵナ リ之 二遭遇 スルレコ ト多 キ事實

ハ青 年期 二移行 セル小見期 ヨリノ胎 留現象 トシ

テ説 明 サル ・ノ外 青年期 二於 テモ初 感染 ト時間

的距離 筒短 少 ナル病攣 ノ相 當多 キモ ノナルヲ物

語 ルモ ノ ト思 ノ、ル｡

元 來胸 内淋 巴腺腫脹 ハRanke二 從 ヘバ初感染

二登生 スルモ特有 ナル組織(硝 子様被膜)形 成 ニ

ヨリ治癒 傾 向テ示 スモ ノナ リ、然 ルニー定 ノ要

約 ノ下 二於 テ・・夏 二治癒機轄 テ トル コ トナ ク順

次 淋巴下流 ニ向 ヒテ蔓延 シ且 周核 炎症 テ起 スモ

ノナ リ トイフ、余等 ガ「レン トゲ ン」像 ニ於 テ淋

巴腺 腫脹 ト診 断 スル・・後 者 ノ場合 ニ外 ナ ラザル

ガ故 ニ初感染後 期 ナ リRanke・ ・周核 炎症 アル

モ ノラ第 二期Sekundsrstadiumノ 現 象 トシテ

特筆 セルモ元 來初 感染 トノ距離 ハ極 メテ短 キモ

ノナ リ｡

而 シテ青年期 ニ斯 ク多藪 ノ淋巴腺腫脹 ラ登 見 ス

ルハ如何 ニ此期 ノ年 齢 ガ初感染後特有 ナル浸潤

ラ起 スモ ノカテ物語 ルモ ノ トイフベ シ｡

三 、早期浸潤 及 ソノ績登 症男犬

Infraclavicularinfiltrat(Assmann),

FrUhinfiltrat(Redeker,Simon)Praeph-

thisischeInfiltrat(Ulrici)

(一)「 レン トゲ ン」學 的所 見及経過

早期浸潤 ノ「レン トゲ ン」學 的所 見・・病竈 ノ新 蔭

即病憂 ノ経過 ニヨ リテ異 ル コ ト元 ヨ リナ リ.

余 等 ガ得 タル早期 浸潤及其 績叢現象 ト考 フベキ

モ ノ28(35)例 ラ見 ルニ

1、 比較 的新鮮 ナ リ ト見 ルベキモ ノ

罎 騨 潤ノ襟 齢 見ルベキ

(イ)

(ロ)

(ハ)

(二)

進行性傾向テ示 スモノ(韓
移播種、肺瘍ヘ ノ進展)

軟化、早期室洞形成

結締織化、乾酪化、石灰化

吸牧残痕

8(9)

20(26、

7(8)

5(8>

5(7)

3(3}

新 鮮 ナルモ ノハ多 ク圓形叉 ハ樺圓形 ノ境界 梢 丸

鮮明 ナル弧立性等質 ナル軟影 トシテ現 ノ・レ、大

サバ多 ク碗豆大乃至一銭銅貨大 一シテ軍 ナル透

覗 ノ ミニテハ屡 丸見逃 サル、殊 二骨影 ト相 重ル

トキ注意 セザルベ カラズ｡

例(第1圖)北 ○逸○(2(1歳)他8例

左側 中肺野 二於 テ心臓外界 ヨ リ少 シク離 レ栂指

頭大薄=影 ア リ、境 、界鮮鋭 ナ ラズ質均等 ナ リ、肺

尖、肺 門部 ニハ異常 テ認 メズ｡

Braeuningニ ヨ レバマダ融合 セザ ル 活動 性早

期浸潤(沈 降反磨速進、 白血球核左傾、著 明 ナル
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病竈 周園炎)ハ 極 メテー過性 ノモ ノデ速 カニ進

行融 合 スルカ叉 ハ活動性徴候 テ失 フカナ リト｡

早期浸潤 ノ経過 ハRedeker一 ヨル ト治癒、崩

壊、急 性進展、硬 化及慢性経過 ノ5ト ナスガ余

等 ノ・大膿Kayser-Petersenノ 分 類 テ少 シク攣

更 セル形式 ニ ヨ リ配列 セ リ｡

(イ)進 行性傾向 ラ示 スモ ノ(肺 瘍 ヘ ノ進展)

韓 蹄不良 ナル際 ハ浸潤竈 ハ急速 二撒週乃 至数 ケ

月 ノ間 ニ増大 シGelatinousordesquamative

pneumonia(Buhl,La6nnec)或 ハGlatte

Pneumonie(Virchow),Splenopneumonie

Grancher)ヲ 形 成 シ夏 二周邊 ニ小斑影帯(娘 浸

潤Tochterinfiltrate,Redeker)テ 作 リ或 ノ・遠

隔部 ニ播種 性小結節 テ作 リ(Aussaat)或 ハ淋 巴

性、氣 管枝 性 ノ轄 移病竈 ヲ招來 ス、而 シテ此輔

移竈 ノ蓮 命 モ原竃 ノソレ ト同 ジ(吸 牧、硬 化、乾

酪 化融 合、 肺炎性憂 化等)、又斯 カル傳播 ノー方

中心 ガ不規 則 二軟 化、融 合 シ室洞形 成 ニ進 ミツ

ツ周邊 ニ小浸潤 テ造 ルモ ノ(淋 巴性)ア リ、又吸

引性播 種 ニ ヨリ極 メテ急速 ニ廣汎 ナル傳播(滲

出性小葉 性結核、奔 馬性肺瘍等)二 移行 スルコ ト

ア リ｡

例1、 少 シク進行 シ病竈周園 二浸潤 テ呈 セルモ

ノo

第2圖 、隅○治(15歳)外2例

右鎖骨下外方、楷圓形、指頭大,境 界稚R不 明

瞭 ノ薄影1ケ アリ中心少 シク明ルシ(軟化)、周

邊ニ帽針頭大 ノ小浸潤部テ見ル、之 ト索状影モ

テ連ル同側肺門腺梢 支大、境不鮮｡

例2、 ヨリ進行 シ周邊或 ハ遠隔部ニ轄移竈 ラ作

レ ル モ ノo

第3圖 廣○平○(19歳)外2例

左側鎖骨下ニ鳩卵大位 ノ不鮮境 テモテル可ナリ

濃キ陰=影アリ、周邊上ハ肺尖、下・・第二肋骨迄

小葉性肺炎竈 ト小結節群 トラ見ル、一部融合 シ

梢 ≧大 ナル影 ヲ作 リー部ハ軟化ス、同側肺門腺

カナリ大、非腫瘍歌ニシテ上記病竈 ト指太 ノ索

歌影モテ連ル｡

右鎖骨下内角 ニモ小敷 ノ小斑鮎影散在 ス、右肺

門 モ亦少 シク腫脹 ス｡

第4圖 大○元○(17歳 〉 外1例

此像 ハ屡k遭 遇 スル所謂Fleischner'sForm

ナ リ、右 上葉下部 ニ廣汎 ナル斑 鮎群 ヨリナル幅

約2糎 牛 ノ帯状影横走 ス、其 下限 ハ線歌 ニテ甚

鋭、上限 ハ寧 ロ不規則、胸壁 ヨリ同側肺 門 ニ達

ス、影 内撒 ケ櫻實乃至大豆大 ノ圓形 明斑(軟 化

部)ヲ 見ル、 雨肺門影著大 トナ リ右 ニテハ 之 ヨ

リ上外方 ニ蜂 房歌 又・・索}伏影 テ出 ス｡

(ロ)軟 化、融合、早期(圓 形)室 洞形成

少 シク陳善 トナ レバ早期浸潤 ノ等質軟影 中ニ圓

形 又 ハ不 規則 ノ少 シク透 明部 テ 生 ズ ル モ ノア

リ、 之軟化吸牧 ノ起 レルガタメニシテ、 ヨ リ進

行 セバ 内容 バー一層融 合吸牧 サ レ明部増大 シ顯

著 ナル早期(圓 形)室 洞FrUh(Rund)-Kaverne

テ形 成 シ周邊 ニノ・播種病竈 テ 作 ルニ至 ル(Bac-

meister,Dieh1,Redeker,Ulrici)｡

此 早 期室洞 ノ第 三期 肺瘍 ニ來 ル晩期室洞Sp5t｡

kaverneト 異 ル鮎 トシテノ・肺尖部 ニナ ク多 ク鎖

骨下 ニ アリテ弧立性、 迅速 ナル成立 ニツ イデ融

合崩壌 シ且室洞壁軟弱 ナル タメ萎縮 容 易(人 工

氣胸)ナ ル コ ト、吸引性播種 性轄 移傾向大 ナルコ

ト、 喀血 テ惹起 シ易 ク、全 身症状、理學的所 見、

自昼的苦痛 等著 シキモ ノナ ク又他臓・器結核 ラ訣

クコ ト及赤血球 沈降速度 ノ迅速 ナルコ トナ ドガ

基 ゲ ラル(Ulrici,Dorendorf)、 次 ニ今余等 ノ例

中一ニ テ示 サ ン｡

例1、(第5囲)松 ○政○(23歳)他1例

左鎖 骨下梅實 大、稽 支四角形 ノ室洞 ラ見ル、其

周園上 ハ肺尖迄、下 ノ・第二肋骨迄殊 二鎖骨 下外

角 二小 帽針 頭大結節=影一部 ハ融合 シ存 ス、雨肺

門影 カナ リ大、

例2、(第6圖)末 ○純○(14歳)外5例

右 下野第4肋 間中部 ニ十銭 白銅大 ノ構圓形 白明

部 テ見ル、境界 割合 鮮鈴、ソノ周邊殊 二其 上内方

ニ多 薮 ノ小斑馳密集 シー部 ハ融合 シ下方 ニハ網

1伏或 ハ梢 支一様 ニボケ タル影 ラナ シ内方心縁 ニ

及 犬 雨肺尖及左鎖骨下外 方二於 テ帽針頭大 ノ

小結節 ノ群在 スル アリ、 ソレヨリ肺門 ニ向 ヒ太
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キ索状影走 ル｡雨 肺門影大｡

(ハ)癩 痕 性硬化、 石灰 化

浸潤 ガ治癒傾 向 テ示 ス場合 ハ結 締織 性 ニ攣 化 シ

(硬憂)(BindegewebigeAusheilung,Streifige

Narbe,Indurationsfeld)Redekerニ 從 ヘバ初

メ鎖 骨下 ニ アリシ病竈 モ後 二肺尖部 二牽引 セラ

レ恰 モ肺尖結核 ナル ヵ ノ像 テ呈 スル コ トシバ シ

バナ リ ト、又 ハ乾酪髪性乃至 石灰沈著等 テ示 ス

(so9.Aschoff-PuhlscheHerd)、 之 ニ從 ツテ「レ

ン トゲ ン」像 モ明 カナ ル 等質薄影 テ呈 スル カ或

ハ線状、斑状若 クハ黒胡犬濃影 ノ集合像 テ示 ス｡

例1、(第7圖)石 ○時○(14歳)外2例

右鎖骨 下外 方第二肋 骨影 ト重 ナ リ指頭大 ノ線状

叉 ハ網歌 ノ構造 ラモテル(硬 化)橘 圓形影 ア リ、

薄 シ、 カナ リ鮮界 サル、右肺 門胡桃大 圓形 ニ腫

大 ス｡

例2、(第8圖)石 ○正○(15歳)外3例

左 下野心縁 二近 ク掴 指頭 大鏡界 テ有 スル濃影 ア

リテ極 メテ濃 キ小斑鮎 ノ集 合 ヨリナル(石 灰

化)、左側第 二肋骨下 ニ沿 ヒテモ「レンズ」大濃影

アリ同側肺門腺腫脹 ス(初 期髪化群)｡

(ニ)吸 牧、治癒

良好 ナル轄蹄 ラ トル場合 ・・撒週、 撒 ケ月乃 至1

ケ年位 ノ間 二吸牧 サ レ「レントゲ ンJ影 モ残 スコ

トナ ク完全治癒RestloseAufl6sung(Kayser-

Petersen)テ 螢 ム ト云 フモ之 ハ稀有 ノコ トニ シ

テ極 ノテ微 些ナル線歌又 ハ斑歌 ノ吸牧癩痕 ラ貼

スコ ト多 シ(Fassbender,Fleischner,Lydtin,

Romberg,Straub)｡

例(第9圖)大 〇二〇(15歳)外2例

右 下野外方胸壁 ニ近 ク指頭大 ノ牛 月形 ノ極 メテ

薄 キ影 ア リ、 内方 ニ向 ヒ稽 丸突 出 ス、外 方 「コ ン

ヵ一 フ」トナ リ境不明瞭｡

(二)位 置

從來 ノ記載 ニ從ヘバ早期浸潤 ハマ タ鎖骨下浸潤

トモ呼 バル ・如 ク鎖 骨下殊 二外方、而 モ右側 ニ

ァルレモノ最 モ多 ク次 ハ中野及下野 ニ シテ肺尖 ニ

クル コ トノ・極 メテ稀 ナ リ、側 ニツイテハ右側 ノ

方遙 カニ多 クRombergニ ヨ レバ右上葉、右肺

門、右 下葉、左 上葉 ノ順 ニ シテ左肺門 及下葉 ニ

ハ少 ナ シ トイフモ之 ハ心臓、 血管影 ト蔽重 サ レ

ル タメ必モ ヨル｡

Redekerハ 鎖 骨 下及 中野 ニ80%以 上、 下野 二

1・5%、肺 尖 一ハ5%ト イフ敷字 テ掲 ゲ熊谷教授

ハ鎖 骨下(1一 皿肋間)31、 肺 底8、 肺門5デ 鎖 骨

下 ニ次 イデハ肝心 角 ノ近 ク及心尖 ノ近 クニ之 ラ

多 ク ミル トイフ.

余 等 ノ得 タ28135)例 ニ ツ イテハ

肺尖部1(1)中 野9(10)

鎖i骨下11(13)下 野7(11)

側 左 側10(12)

右 側17(22>

雨 側1(1)

(三)登 現頻度及年齢 的關係

健康 ナル青年(一 部少年)即16(1:!)-26歳 ノモ

ノ1・580名 中皮 内反磨 陽性者及疑診 者 ニ シテ「レ

ン トゲ ン」爲眞撮影 ラ行 ヒシモ ノ812(976)名 中

早期浸潤及 ソノ緬登 症状 ト思 バ レルモ ノ28(35)

例 テ得 タ リ、 即穂人 員 ニ封 シテ2.296、 「ツベル

ク リン」陽性者 ノ3.4(3.6)%ニ 當 ル、 今此成績

ヲ諸家 ノソ レト比較 センニWarneckeハ739名

ノ患者 ニツキAgsmann氏 病 竈 ラ19例(2.5%)、

Dorendorfノ ・558例 中15例(2.7%)Frischbier,

Beckmannノ ・Beelitzノ 療 養所 デ2年 間 二胸

部 二何 等 ヵ結核性所 見 アル 「レ」窮眞4172枚 中

肺 尖浸潤 ハ137、 早 期浸潤 ハ390(9.3%)、 中新

鮮 ナルモノ192、 進 行 セル モノ145、 治 癒 セルモ

ノ53、 右206、 左161、 雨 側23ナ リ ト、叉熊谷 氏

ハ900名 ノ肺結核 患者 中A例(4.9%)一 之 テ見

出 セ リトイフ、又最近Baden・ ・1500名 ノ肺結

核 「レ」爲眞中32(2・1%)テ 登 見 セ リ ト報 ゼルニ

反 シHanebuthハBonn市 ニ於 テ3年 間 二4,32

例 ノ肺結核 患者中肺尖結核132、 肺 尖拉 ビニ上

葉 ヨリapicocaudalニ 進 ム結核160ト 、早期 浸

潤100(23●%)ノ 多数 テ學 グ｡1

以 上 ハ皆患者 二付 イテ ノ統 計 ニ シテ所謂 健康者

二於 ケル余 等 ノ成績 トハ比較 シ難 キモ ノナ リ.

然 ルニBraeuning・ ・近時4789名 ノ結核 感染
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環 境 ノ モ ノ、 署 師 指 定 者 、 學 生 、 生 徒 、 健 康 者

・中 僅 カ ニ15名(0 .31%)ノ 早 期 浸 潤 ト148名 ノ

他 ノ結 核 病 攣 トテ 見 タ ニ過 ギ ヌ ト、 之 ヲ余 等 ノ

得 タ ル撒 ト比 較 ス ル トキ ノ、約1/10二 過 ギ ザ ル

ラ 見 ル｡

年 齢 ニ ツ イ テ ・・Kayser-Petersen・ ・3年 間 二

得 タ21例 中15-20歳 ガ5例 、21-30歳13例 、

31--40歳3例 ラ得 テ オ リFrischbier等 ハ15-

40歳 、Dorendorfハ16-20(44)歳 ニ 之 ラ見 シ

ト報 ジBaden/32例 デ ハ 平 均24歳(15-39)、

IK1ingenstein/6例 ニ テ ハ20-30歳 ニ ア リ シ

・ト イ フ
o

余等 ノ場 合青年 曳16-26歳)ノ ミノ検査 ナ ル ガ

故 ニカ ク ノ如 ク高傘 ノ結果 ラ得 タルモ ノカ、兎

ニ角此型 ノ結核 ガ青年期 ニ多 キ コ ト・・余等 ノ成

績 ニ於 テモ亦西歌諸家 ノモ ノ トー致 セ リ｡

Dorendorf,Fassbender,Klemperer,Fishberg

等 ハ 老人 二於 テモ稀 ニハ登 見サル ・ト云 フモ青

年期 二最高 ナル コ トハ 齊 シ ク認 ムル トコロナ

リ｡

(四)血 行性播種 性肺結 核附肺 尖結核

HaematogenedisseminierteLun-

gentuberculose,Spitzen-tbc.

既 二緒言 二於 テモ述 べ シ如 ク成人肺瘍襲生上 二

於 テハ肺尖結核 ハ甚 グ劣勢 ナル位置 一オカ レタ

ル如 キ観 ア リBraeuning,Lydtin,Redeker,

Walter,Kayser-Petersen等 ノ多撒例 聰 計

143S)ノ 肺尖 結核 ニツ イテ ノ統計 ニテハ進行性

トナ リシモノ僅 カ ニ]02例 自P70%二 過 ギズ ト

イ フ、錐然Graeffハ 純 病理學的立脚貼 ヨ リ肺

尖病竈 ノ重要 性 ラ主張 シ臨躰家殊 ニ 「レン トゲ

ン」所見 テ基調 トセル最新諸家 ノ新設 ノ病理形

態學 的所 見 ト不一致 ナル所 以 ラ指摘 スル トコロ

ア リ｡

余 等 ノ研 究 ノ主眼 ハ青年期 二於 ケル初期結核 ノ

型 テ悉知 セ ン トスル ニア リ、而 シテ余等 ハ上記

早期浸潤 ノ外 マダ全 ク自畳的 ニ健康 ナ リ ト信 ゼ

ル被験者 中多撒 ノ結節型結核 テ見 出 シ其 ノ 「レ

ン トゲ ン」像 ニヨ リテ多 クハ血行性播種 性ナル

コ トラ 知 レ リ｡

余 等 ・・「ツ ・ぐル ク リ ン」陽 性 者812(976)名 中 肺

尖 結 核 或 ハ 血 行 性 播 種 性結 核 ト 見 ル ベ キ モ ノ

48(54)例 ラ 得 タ リ、 即 皮 内 反 慮 陽 性 者 ノ5.9

(5.5)%二 當 リ肺 二 異 常 所 見 ア ル モ ノ ・57.8

(55.7)%ニ 相 當 ス｡

(註)本 敷 字 ノ第7同 日本 結 核 病 學 會 総 會 ニ 於 テ登 表

セ ルレモ ノ45(50)ト 異 ルレノ・共 後 詳 細 ナ ルレ吟 味 ノ結 果

當 時 早期 浸 潤.血 行 性 播 種 性 結 核 以外 ノ モ ノ ニ算

入 セ ルレモ ノ ・内 ヨ リ本 型 ニ加 フ ベ キ モ ノ3(4)例

ヲ得 タ ルレガ ク メ ナ リ｡

此 種 ノ血 行 性 肺 結 核 二付 イ テ ノ・ヵ ナ リ古 ヨ リ記

載 セ ラル 、Bard(1902)及Piery(1910)ニ 次 デ

W.Neumannハ 彼 ノ 著 者 二Tuberculosis

miliarisdiscretaタ ン ・Spitzenmiliareト シ テ

始 マ リ漸 次 進 行 ス レ バTuberculosafibrosa

densaト ナ ル コ トヲ記 述 ス、 其 理 學 的 症 候 輕 微

ナ ル トー 般 症 候 ノ緩 慢 ナ ル ニ ヨ リテ 比 較 的 良 性
●

ト見徹 セ リ｡

Grauモ 同 ジク血行性播 種 ノ重大性 二關 シテ記

スル トコロア リキ、然 シNeumannモGrauモ

共 ニー葉 ノ「レン トゲ ン昭爲 眞 ラモ指示 セザ リシ

バ誠 二遺憾 ナ リ ト言 ノ・ザ ル〈ごヵラズ、K.DiehI

ノ・4S例 ノ 第二 明 嘆 延性)結 核 ニ於 ケル肺 ノ散

在性 二病竈 性結核 及 ビ急 性大結 節散 在性結核等

ラ詳 シク報告 シSimonundRedeker等 ノ・小

見 ニ於 テ肺尖 二於 ケル少撒 ノ病竈 アルモ ノ及雨

側肺全葉 ニ散 在性小結 節 アルレモ ノ等 ラ 「レン ト

ゲ ン」像 ラ描 入 シテ明示 セ リ｡

余 等 ハ血行性播種 性結核 ガ自畳的 ニモ亦他豊的

ニモ全 ク或 ハ極メテ輕微 ノ症候 テ以 テ始 マルモ

ノナル テ健康 青年 ノ多数 ニ見出 シタル コ トラ特

筆 スル ト共 ニ此事 ハ肺瘍登 生上決 シデ等閑 二附

スペ キモ ノニ非ザルモ ノナル コ トテ高調 セ ント

スo

而 シテ余等ハ病攣 ノ旗大度 及新菖 ニョリテ次 ノ

如 ク分類 セリ｡

(一)雨側廣汎性血行性播種1生肺結核(慢 性肺

粟粒結核》
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此 二屡 スルモ ノノ・3名_シ テ中2名 ニ於 テノ・粟

粒結核 ハ増 悪 ヲ示 サズ、其 中1名(青 ○義○、15

歳 第10圖)ニ 於 テノ・結 節極 メテ小 一 シテ噴霧}伏

ヲナ シ密在 ス、而 シテ上方ノ・下方 ヨリ多敷 ナ リ.

1名(館 ○馨)二 於 テハ敷少 キモ梢 支大 ナ リ、他

ノ1例(上 ○市○郎)一 アツテハ左肺 中野心臓 二

接 シテ胡實大圓形 ノ室洞像 テ示 ス、其壁 ハ薄 シ、

即此例 ノ・檜悪傾 向 テ示 スモ ノナ リ｡

(二)上 葉 ニ(又 ハ中葉迄)限 局 セル血行性播種

性肺結 核

(1)一 側 上葉 性血行 性播 種性結 核

(Spitzenmiliare,Neumannl

(a)比 較 的新鮮 ナ リ ト思 ハル ・モ ノ

4例

之 二属 スルモ ノノ・一側 上葉又 ハ肺尖 ニ限局 シテ

帽針頭大、 「レンズ」大位 ノ割合 二薄 キ濃度 ノ鮮

界 テ有 スル小結節影集團 スルモ ノナルガ極 メテ

新鮮 ナル間 ハ ソ ノKollateralesOedemノ タ メ

PerifokalerHofテ 示 スニ ヨリ明瞭 度減 少 シタ

メニ肺尖部 ハ軍 ニ漠 然 タ ル 潤濁 テ示 スコ トア

リ｡

例(第11囲)青 ○政○(17歳)外3例

右肺尖 ヨリ鎖 骨下迄帽針頭大結節 多数密接或 ハ

小轍 犬ラナシ薄影 ラ示 ス｡

(b)治 癒 傾 向 ノ著 シキモ ノ

カ ・ル場合 ニノ、小結節 ノ像等質鮮鋭 トナ リ散在

性或 ノ・密接性 二利脈 等大(帽 針頭一粟粒 一扁豆

大)ノ 個 々分離 明界 サ レ タル斑鮎 ラナ スカ或 ハ

ヵ ・ル影像 不明瞭 トナ リ所謂肺紋理甚 グ シク著

明網 歌 ラナ シ其 ノ中 二輪歌又 ハ「クロー バ」葉形

ノ小影 介 在ス、 而 シテ多 ク腫 脹 セル肺 門迄 太 キ

索歌影 連 ルヲ見 ル｡

例 武○ 敏○(21歳)外5名

左肺尖肺紋 理甚 グ著明、鎖 骨下外角 二於 テハ小

結節輪駄 又ノ・「クロー バ」葉様 ニ配布 サル、此部

ヨ リ肺 門迄 太 キ剰 犬影連 ル テ見ル｡

(c)硬 化性(治 癒)攣 化 ノ著明 ナルモ ノ

小結節 ・・互 二融合 シ指頭大或 ・・栂指頭大 ノ境、界

不鮮明 ナル濃影 ラ造 リ星1伏線}伏、網歌或 ハ索1伏

ノ不規則 ナル陰騎 之 ヨ リ走 行 シ同側 ノ少 シク腫

脹 セル肺 門影 ニ達 ス｡

例(第12囲)長 ○川○(16歳)外16名

右 肺尖 二扮指頭大濃影 アリ之 ヨ リ鎖 骨下 ニ カケ

網状或 ハ索状 ノ濃影走行 スル ラ認 ム、之 同側 ノ

少 シク腫脹 セル肺門影 ニ連 ラル｡

(d)檜 悪(進 行)性 傾向 テ示 スモ ノ

(乾酪性肺炎性血行牲播種性結核)

病 竈 ノ・個 々弧立 スル コ トナク互 ニ 融 合 シ大豆

大、指頭大 ノ濃斑 ノ集合像 ヲ呈 シ滲 出性傾向 テ

モ件 フ｡

例(第13圖)盤 ○知Od6歳)外3名

左肺尖 ヨリ鎖 骨下外 角一 カケ相融 合 セル カナ リ

大 ナル斑貼密集 シ境 界不鏡 ニ配列 サル、此歌 ヨ

リ観 ルニ 乾酪肺炎性 ナ ル 如 シ、 之 モ ノハ上記

(a)(b)ト ハ登 生上異 ナルモ ノナル ヤ或 ハ(a)

ヨ リ攣 ジタルモ ノナルヤィ団ジ難 シ｡

(2)雨 側 性 上葉 性血行 性播種結核(Spit-

zenmiliare,Neumann)

此 場 合 二於 テモー 側性 ノモ ノ ト同様

(al新 鮮 ナ リ ト思 ハル ・モ ノ

例(第1+圖)三 〇義○(17歳)他

4名

(b)治 癒 傾向 ノ著 シキモ ノ

例(第}5圖)小 ○原 ○司(16歳)

他4名

)

)

C

d

(

(

硬化性(治癒)攣fヒノ著明ナルモ ノ5名

増悪性(進 行性)傾 向テ示 スモノ

例(第16圖)神 ○眞○ 研 歳、 他

4名

是等 ハ雨肺尖 ニ或 ハ肺尖 ヨリ鎖 骨下 ニ第 一肋間

又ハ第 二肋間迄 モ廣 ク小結 節性又 ハ斑 黒監性薄影

或 ハ濃影 ヲ示 スモ!ニ シテ雨側略 支同一 ノ廣 サ

ニ叢 現 シ居 ルテ特徴 ト人｡

五 其 他 ノ病竈

(一)肺 門周圃浸潤,Perihi15reInfiltrie一

rung3例

肺 門周園浸潤(Redeker)ナ ル モノハ黛日爾臨躰

家 ト病理學 者間 ノ論孚問題 トシテ残 サ レタル モ
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ノニ シテRanke・ ・肺 門淋 巴腺 ノ周核 炎症 ニヨ

リ直接 周園肺組織 ニ炎症 移行 スルコ トラ記述 シ

居ル モ淋巴轡 帯 ニ ヨリテ逆 流性 ニ結 核浸潤 ガ肺

組織 二起 ルモ ノニ非 ズ トハ病理學 者 ノ常 ニ唱 フ

ル トコロナ リ、 然 シ乍 ラ腫 大 セル肺門 腺1ノ 周

園 ニ大小結節叉 ハ浸潤竈 ラ見(Assmann)叉 ノ・縦

隔賓 テ基底 トシテ三角形濃影 ガ肺野 ニ突 出 スル

状 テ呈 シ(Sluka)或 ・・一過性浸潤(肺 炎性)(St-

raub,Otten,Kleinschmidt,Redeker,Fass-

bender)ト シテ現 ・・ル ・ト云 ハル｡

例(第17囲)宇 ○美○次(16歳)他2名

右 肺門影 腫脹 シ其 外方第 ニー第 四肋骨 ニ亙 リ無

撒 ノ「レンズ」大及 ソレ以上 ノ薄影 密集 シー部 ノ・

重聲 シテ大斑 テナ一へ｡

他 ノ1例(上 ○武02`)歳1二 於 テ ハ左側肺門 ヨ

リ約三角形 ノ濃影上外方 ニ突出 ス、 ソノ基底ハ

縦隔賓影 ニ位 ス、 ソノ外上隅 ヨ リ太 キ索駄影上

向 シ又下外 方ニ於 テハ太 キ網歌影現 ハル、同側

肺門=影中ニモ小豆大濃影敷 ケ存在 ス、他 ノ1例

(石○勇018歳)二 於 テ モ 左肺門 ニ當 リ三角形

濃影 ア リ太 キ索状影 ノ上外方 ニ連 ナルラ見 ル.

右 肺門 ヨ リモ亦右上外方 ニ向 ヒ甚 ダ太 キ濃 キ索

駄影 走行 ス｡

(二)淋 巴道性結核蔓延LymphogeneVer-

breitung

Tendelooノ ・結核蔓延 二血行性、淋 巴管性及氣道

性轄 移(haematogene,1ymphogene,broncho-

geneMetastase)ナ ル モ ノラ優 別 シRankeノ 、

第 二期 結核 ノ特徴 トシテ ソ ノ他 二既有管腔 内性

傳 播(lntrakanaliku1乞reVerbreitung)テ 加 フ

EP原 登 病竃1又 ハ淋巴腺 内乾酪病竈)ヨ リ其周園

二又 ハ遠隔 ノ部位 二輔移形成 テ行 フモ ノナ リ｡

果 シテ淋 巴管性 ナル ヤ或 ノ・氣(管 枝)道 性 ナルヤ

ノ鑑別 ハ病理 解剖 上 ニ於 テスラ困難 ナル トコロ

ナ レバ臨躰 上軍 二「レン トグ ン」像 ニヨル診断 ハ

確實性 二於 テ甚 ダ少 シ ト云 ハザルペカ ラズ、 原

登病 竈 ヨ リ索駄叉 ハ線獣影去 リテ肺 門 二至 ルモ

ノ・・一般 ニRankeノ 初 期攣化群 ノ像 ト解 セラ

ルレo

例(第IS圖)前 ○清○(15歳)

右 側鎖 骨下内角 ヨリ縦隔賓影 ニ接 シ拘指頭大長

楷圓形濃影 アリ外 方弧状 ラナ シ境 界鋭利 ナ リ、

下端 ハ肺門上界 ニ達 ス(副 氣管枝腺 及静脈角腺

結核)、其下端 ヨリ梢 支上方 二於 テ外 方 ニ樹枝歌

濃影 ア リ小鮎影 ヲ交 フ、 此陰影 ハ上記 腫脹淋 巴

腺 ト相連 ナル｡

猴 余等 ハ3名 二於 テー側上葉 ニ甚 ク堆}張 シタル

血管像 ノ網 駄又 ハ索状 ラナ シ上外方 ヨリ下 内方

一扇子状 テ呈 スル像 ラ認 メタ リ小結節 ノ連鎖 ト

モ見 工中 ニ所 々 ニ於 テ多少大 ナル斑 状影 テ形成

ス、 珂 レモ腫瘍 歌又 バー様 二腫大 セル肺門 ニ連

ナル｡

カ ・ル像 ハ初 メHaudek,Pohl等 ノ記載 セル

氣管枝性蔓延像 ト解 シタル モ其後更 ニ吟 味 セル

ニー 側性血行性播種結核 ノ治竈型 ナル コ ト判 明

シタルテ以 テ之 二編 入 スル コ ト・セリ｡

但 第7同 日本結核病學 會絡會登 表 ノ際 ハ淋巴性

ノモ ノニ加 ヘ タ リ.

(三)初 感染 病癒

「レ ントグ ン」所 見 ヨ リ初感染病竈 ヵ再感染病竈

ヵ ノ優別 ハ不可 能 ナル コ ト言 ラ挨 タズ(但 シ「ツ

ベ ル クリン」反磨陰性者 ニ最 初 二登現 セ ル場合

テ除 ク)此 雨者 ハ共 二等 質 ノ軟影 トシテ現 ハ レ

再感染 ナル場合 ニノ・早期 浸潤 ト呼構 セ ラル、 故

二「レン トゲン」像 ニ於 テ・・雨 者同一 ナ リ トス、

初感染浸潤Primsrinfiltrierung(Redeker)ノ ・

速 ヵ二淋巴道浸 潤 テ呈 シ次 イデ所属 淋巴腺 ノ腫

大 ラ喚起 ス、 即隻 角像Bipolarit5tsstadium

(Redeker)之 ナ リ、 其後初感染病竈 ハ治癒 シ癩

痕形成(結 締織 性硬 化一 石灰化一骨 化)テ 管 ミ所

属 淋巴腺 内 ニ於 テモ浸潤 吸牧 セ ラレ特有 ナル被

膜 テ以 テ包 覆 セ ラル ・乾酪 病竈 ハ石灰 沈著 ヲ來

シ次 イデ骨化 シヵ クテ初期髪 化群Prim五rkom-

plex完 成 サル ・ナ リ故 一 感染 後撒 ケ月 又ハ撒

年 テ経過 セルモ ノハ通常清透 ナル肺 野及淋 巴腺

(多 ク・・肺門)内 ニ1ヶ 又 ・・敷 ケ ノ石灰影 テ存 ス

ルニ過 ギ ズ、反之比較的新鮮 ナル場合 ニハ竪 角

像 テ見ル コ トア リ又既 二結締織性 癩痕 テ呈 スル
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モ ノア リ、 何 レニ スルモ此時淋 巴腺 ノ病攣著弼

ナ ルラ特 有 トス、余等 ハ今同 ノ検査 ニ於 テ比較

的新鮮 ナルレ初感染像 テ呈 スルモ ノ1名(前 項淋

巴道性 ノモ ノラモ此 中二算入 ス レバ β名)ヲ 得

タ リ｡

例(第19圖)西 ○一〇 σ9歳)外3名

右 側中野(第 三肋骨影 中)外 方 ニ碗豆大軟薄 影 ア

リ境界不 明瞭 ナルモ ソノ周園約指 頭大程 ノ領域

ノ・朦朧 タル薄騎 ニテ周 マル、而 シテ第 三肋骨 ノ

下縁 ニー致 シ毛様 線歌 ノ=影胸 壁 ヨ リ肺 門迄横走

ス｡右 側肺 門 ハ腫瘍 歌 テナ シ長橋 圓形 二腫脹 ス｡

コ ンメ ノ反磨(冊)赤 血球沈降速 度中等 償二

三、白血球撒6400(比 較 的淋 巴球層 多)自 蜀的

二少 シク倦 怠感 ア リ、理學 的所 見 ナ シ｡

六 、肋膜滲 出及肥厚像 テ呈 セル モノ拉 ビニ肋

膜肺浸潤 テ有 スルモ ノ

是等 ハ21(26)名 ニ シテ此 中6(7)名 ハ 同時 二上

肺部 ニ血行性播 種性結節 ヲ認 メタ リ、而 シテ病

歴中肋膜 炎 テ謹明 シ得 シ・・13(15)例 二過 ギズ シ

テ其 他ハ皆無 自畳 二経過 セルモ ノナ リキ｡

血 行性播種性結核 卜肋膜 炎 トガ同時 ニ存在 スル

ノ・雨 者 ノ寝接 ナル關係 テ物 語ルモ ノニ シテ此事

ハ肋膜炎 ノ登 生機轄上常 ニ注 目 セラル ・トコロ

ナ リ.

第三章 結核素因、自登的症候及理學的遊ビニ血液所見

肺 野 二病 的攣化 ラ認 メ シ 舘(P7)名 中検 査 ニ慮

ジタル73(s4)名 ニ ツキ更 二結 核素因及 自畳 的症

歌 テ調査 シ又理學 的蛇 ビニ血液學的検査 テ行 ヘ

リ｡

即 早期浸潤 ハ23(27)例 、血行性播種性結核 ハ44

(50)例 ニ シテ、其 他 ノモ ノノ>6(7)名 ナ リ｡

一
、結核 素因(家 族、環境 二於 ケ ル結 核性疾

患)

結 核素因 ラ謹明 シ得 タルモ ノ25(31)例 、 叉前歴

二結 核性疾患 テ有 セ リトイフモ ノL)(i(29)例 ニ シ

テ更 ニ之 テ分 テバ

第 三 表

早 期 浸 潤19(11)

血 行 性 播 種112(ユ ろ〕

其 他14(5)

1結薩 因磨 懸 患歴ヲ
6{8)

19(201

1(1)

術 早 期 浸 潤 中3名 、 血 行 性 播 種 性 結 核 中3名 、

其 他 ノ モ ノ ・中1名 一 ア リ テ ・・1ケ 年 一 モ 充 タ

ヌ 以 前 ニ 明 カ ニ 結 核 感 染 ニ 曝 露 サ レ タ生 活 駄 態

ニ オ カ レ シ モ ノ ナ リ｡

殊 ニ 早 期 浸 潤 ニ ア ツ テ ・・近 キ 過 去 二 於 テ結 核 感

染 機 會 ノ護 明 シ 得 ラ ル ・コ ト展 支 ア ル ハAss-

mann,Ulrici,Kayser-Petersen,Guth,且ess,

Braeuning,Warnecke,Dorendorf等 ノ齊 シ

ク認 ム ル トコ ロ ナ リ｡

二、 自覧的症歌及誘因

余等 ノ得 タ早期浸潤、血行性播種性結核 トモ廣

汎 ナル進捗 ラ示 スモ ノ以外 ニハ何 レモ特記 スベ

キ自壁症状 ラ訴 フルモ ノ非常 二少 ク稀 二輕度 ノ

熱 感、 食思不振、違 和感、 臓痩 、胸痛、盗汗、

咳噺、喀疾 等 ノ訴 ラ極 メテ不定 ニ聞知 シ得 タル

ノ ミ｡

早 期浸潤 ニア リテハ特別 ナル 自豊 的症 候 ラ訣 ク

コ ト多 キハ諸家 ノ経験一致 スル トコロ_シ テ時

二藪 日乃 至藪週間持緬 スル高熱 モテ初 マノ・コ ト

ア リテ輩 ナル感冒 トシテ看過 サル コ ト展 ≧ナ リ

(Pseudogrippe)(Assmann,Redeker,Braeu-

ning,Ulrici,Klingenstein,Brecke ,Rappa-

port,Neumann熊 谷 、Baden,Fassbender,

Romberg)有 馬 モ亦斯 ル例 ラ経瞼 セリ、 而 シテ

Rombergノ ・此登熱 ト白血球像 ハ全 身反 慮(Al｡

lergie)ノ 表 象 一シテ局所的疾患 トノミ考ヘ ラレ

ズ トイフ、 又喀血 ニ ヨリテ初 メテ登 見 サ レル コ

トモ垣訟 ニ シテAssmann,Redeker,Romberg ,

Dorendorf,Kayser-Petersen,且ess等 モ 之 ヲ

記載 シオ リ余等 モ亦 タ検杏 及 日常 ノ臨躰的経験

ヨ リヵ ・ル5例 テ得 タ リ、然 シ大多撒 ハ無徴候

二経過 セルモ ノー シテKlempererガPseudo .

gesundenFrifhinfiltratト ィヘルレハ至言 ナ リ｡

之 ハ ヒ トリ早期 浸潤 ノ ミナ ラズ血行性播 種性結
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核 二於 テモ見 ラレシ ドコロニ シテ從來 肺尖結核

ノ症候 トシテ記載 サ レシ上記 ノ如 キ諸訴 ガ概 シ

テ注意 サ レル コ トナ ク経過 スル場合 ノ多 キ コ ト

ニ留意 スベキノ・Grauモ 力 読 スル トコロナ リ.

此 事 ハ如何 二自鍋的症状 ノ肺結核早期診断上重

ンゼラルベ ク除 リニ少 キカテ物語 ルモ ノ ト云 ハ

ザルベヵ ラズ早期浸潤 ノ誘因blテUlriciハ

榮 養不良、 過勢、 感 冒、 百 日咳、糖 尿病 ナ ドノ

揮間性疾 患 ニ ヨリ惹起 サ レ又帰 人 ニ ア リテノ・身

膿平衝状態 ノ障碍 即青春 期、月経障碍、産褥等 ガ

關與 スル コ ト大 ナ リ ト イヒRombergハ 又 艦

質 的要素(淋 巴性、滲 出性膿質)、 非特異的刺戟

作用、理學 的影響 例之 「ツベル クリン」注射、「レ

ン トゲ ン」放射、 日光浴、人工太 陽燈 照射等 テ墾

ゲRedekerハ 殊 ニ重感染 ニ ヨル刺戟作用 ラ重

要視 ス、余等 ノ例症 ニ テノ・纏 カー8例 ニ於 テ感

冒 ヲ考 ヘ シノタル ノ ミナ リキ｡

血 行性播種 性結核 ニア リテモ同様禮質 的要素、

榮養i歌態、心身過 勢 ガ数 ヘ ラ レGrauモ カ ノrUt

洲 大 戦時 ニ之 ラ多 ク見 シバ陰蔽 病竈 ラ有 セシモ

ノガ過勢 ニヨ リ結核菌 ノ血行性活動 ラ容 易ナ ラ

シメタルニ ヨル ト云ヘ ル モ余 ノ場合ハ殆 ンド総

テニ於 テ誘因 ト思推 スベ キ適確 ナル何物 テモ探

知 シ得 ザ リキ｡

三 、理學 的所 見

余等 ノ得 シ早期浸潤、血行 姓播種共 ニ多 クハ特

記 スベ キ理學 的所 見 ナク殊 ニ前者 ニ於 テハ打i聴

診 トモ ミナ陰性 ナ リキ、 此事 モ諸家(Assmann,

Klingenstein,Lydtin,Redeker,Romberg,

Warnecke,Baden,Schr6der,Dorendorf,

Fishberg)ノ 等 シク確 認 スル トコロニ シテ早期

室洞形成 ノモ ノニ アリテモ殆 ン ド豫知 シ得 ザル

コ トモUlrici,Lydtin,Steffen等 ノ切言 スル

トコロニー致 セ リ｡

肺 尖結核拉 ビニ血行性播種結核 二於 テモ初期 ニ

ア リテハ確定的所 見 テ鋏 クハ周知 ノコ トニ シテ

輕微 ナル濁音嘱音、呼吸音 ノ粗裂異常等 ヲ不 規

則 ニ謹 明得 シコ トモ病機診断 ノ確實性 二向 ツテ

ハ何等 ノ根稼 モ與 フルレモ ノナ ラザ リキ、 咳噺、

喀疾 ナ ドハ稀 ナ リ トスルモ時 二少量 ノ喀疾 中二

多敏 ノ結核菌 ラ詮 明 シ得 ル場合厘 支ア リトイノ・

ル ・(Kayser-Petersen,Assmann,Redeker,

Ulrici,Romberg)如 ク余 等 モ4例 二於 テ之 ラ

知 レリ｡

四、血液學 的検査

(一)血 液像

赤、 白血球撒 「ヘ モ グロ ビン」各 白血球種類 ノ百

分率 ニ ツキ検 シ病機 ノ活動性及非活動性(良 性、

悪 性)二 封 スル総 括的償値 テ窺 ハ ンー助 トナサ

ン トセ リ｡

得 ラ レタル結果 ハ赤血球敷 ニテハ大部分正常値

・ ラ示 シ貧血 ラ有 セル モ ノ(450萬 以 下)13例(16

%)テ 激 ヘ シノ ミニ シテ 而 モ 高度 ノモ ノハ1名

モナ カリキ(最 低402萬)、 白血球 ニツキテノ・正

常 ナルモ ノ30(36.(;%)一 シテ他 ハ早期浸潤 、血

行性播種 性結核共 ソノ数 及種類 二確 然 タルー義

性 テ鋏 キ多種多様 ノモ ノナ リキ｡

第四表 各種病攣ノ白血球像
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早期 浸潤 ノ血液像 ニ ツ イテハ 種 々 二 討議 サ レ

Klingensteinハ 格 別 ノ攣化 テ認 メ ズ ト イヒ

Redeker,Kayser-Petersen,Fassbender,Ulri-

ci等 ハ初期 ニハー過性 ノ白血球増 多 ト核左偏 ア

リト云 フ、Unverrichtハ 核 左偏 ノ外 ニ1エ オジ

ン」嗜 好性白血球 増加 テ見、Rombergハ 淋 巴

球檜多 ト共 ニ 「エ オジ ンノブ・リー」ヲ認 メ之 テ

以 テ乾酪性肺 炎 卜異 ル鮎 ナリ トス、Morris,Tan

ノ・活動 性結核 ニテハ常 ニ白血球撒及 ソノ種類 ニ

特有 ナル攣 化 ラ來 シ輕度 ノ白血球増加 仲 性嗜

好性 白血球檜加、淋巴球減少、軍核細胞 ノ檜 加)

殊 二淋 巴 球封輩核細胞 ノ比(Lymphocyten/

MonocytenIndex)ラ 重 要覗 シ病竈 ノ活動 性 ノ

充 進 ト本係数 トハ大膿逆 比例 的關係 ニア リト力

読 シ我教 室金谷 ハ中性嗜好性 白血球封淋 巴球 係

撒(NノL昭)ニ 意義 テ オキ之 ガ壇加 ラ以 テ活動 性 ノ

標 指 トナサ ン ト試 ミタリ.然 シ余 等 ノ場合 ニ於

テハ是等 雨者 トモニー義的設明 テ與 フベ ク充分

ナ ラザ リキ｡

Medlar,Kastlin等 モ亦結核 ニ於 ケル白血球像

ノ、病機 テ推知 シ得ル最 モ適確精細ナル目安ニシ

テ活動性病型 ハ之ニヨイトサレル ト云 ヒ、結核

ニ於 ケル白血球反慮ハ組織崩=壌ノ異型物質ニ封

スル白血球 ノ垂特異的ナ反慮ニシテ結核菌 テ異

物 トシテ ノ反慮 二非 ズ シテ寧 ロ結核 病慶 ニ ヨ リ

i設損 セ ラレタル組織 二封 スル反慮 ナ リ ト｡

カ ク白血球 ハ結 核竈 ノ病 因的見解 ニ説 明 テ與 フ

ルモ ノトセバ初 期結核(早 期浸潤、血行性播種性

結 核共)ニ ア リテマグ組織 崩壌 著 シカラザル間
●
ノ・特 異 ナル白血球像 ヲ呈 セザ ルハ當然 ノコ ト'

考 へ得 ルモ ノナ リ｡

(二)赤 血球沈 降反 憲

術式 ・・Westergrenニ 從 ヒKatz-Rabinowitsch

ノ中 等債 テ探 用セ リ、 余等 ノ検 セル82例 中34

例(41.4%)二 於 テハ 正 常位 テ示 シ17例(20.7

%)ノ ・僅 カニ弱反磨 テ呈 シ爾絵 ノ31例(38%)ガ

速 進 セ リ、而 シテ早期浸 潤、 血行性播種 共之 ノ

ミニ決定的普偏性 ラ與 フルコ ト能 ハザ リシモ概

シテ活動 性大 ナル崩壌性病攣程張反磨 ラ呈 スル

如 キハ事實 ナ リ｡

第五表 各種病攣ノ赤血球沈降反慮

鮮17'新
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召
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2
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1

1

4

2

1

11

最強反慮
(81以上)

其 他
計

本反慮 ハ非特異的 ナ リ トハ イへ固罷 内 二於 ケル

組織 崩壌 ノ程度 テ示 シ崩壌産物 ノ吸牧 ニ ヨル固

罷 内部(血 液)ノ 擾齪 テ反映 スルモ ノナル コ トハ

周知 ノ事實 デ アリ結核 ニ於 テモ病竈 ノ活動性 ト

ソノ崩壊度病攣 ノ籏大性等 ニ 拉行 シ滲出性憂

化 混合傳 染、 貧血、 血 中「グロブ リン」及 「フ、

イブ リノー グ ン」量、膠質不安定 度等 ト大禮 拉行

スル モ ノ 三 ノ・レWeigeldハ 更 二植物紳経 系

統 ノAllergieト モ關係 アリ トス、 結核初期 二

於 テモ ソノ活動 性大 ナルモ ノーアツテハ此沈降

反 磨 ノ強大 スル ・・Westergrenモ 認 ムル トコ

ロナルガPoindeckerハ 又 タ トビ活動 性 ノモ ノ

ーテモ崩壊 ナキ檜殖性結 節性 ノモ ノニ於 テノ・促

進 スルコ トナ ク崩壌 テ件 フ滲 出性 ノモ ノニ於 テ

初 メテ速 進 ス ト論 明 セルハ余等 ノ成績 ニモ該當

スルレモ ノアリ｡

今 早期 浸潤 ガ浸出性 二初 マ リ活動傾向 テ多分 二

有 ツモ ノ トセバ沈降速 度高 マ ル ベ キ筈 ニ シテ
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Braeuning,FassbenderKayser-Petersen,

Baden等 ノ諸家 ハ初期 ニ於 テ ノ・本反鷹 ト共 ニ

白血球 檜加 ラ ミルニ反 シKlingenstein,Unver-

richt等 ハ特別 ノ憂化 ラ認 メヌ トイフ、 而 シテ

余 等 ノ場合 ・・前 述 ノ如 ク多種不 定 ナル モ ノナ リ

シモ初 期 ノ攣 化 ノ・割合少 シ ト云 ヒ得〈ごシ｡

(三〉 血清生物 學的検 査

臨躰的活動性結核 ハモ トヨリ臨躰上ハ何等 ノ徴

候 テモ呈 セザ ル所 謂潜 在性活動結核、 即病竈 ノ

活動1生 テ知 ラ ンガ 爲血清 ノ架駄 反癒Flock-t

ungsreaktion(Mat6fy,Daranyi)及 補 法結合反

庭lKomplementbindungsreaktion(Besredka)

ヲ行 ヘルニ特異的 ナル補盟、結合 反磨 二於 テ最

モ高陽性等 テ以 テ出現 スルコ トラ知 レリ｡

即 肺 二結 核病竈 テ認 メ シ所謂健康青年83例 ニ

於 テ血 満補罷結合反磨 ヲ試 ミ タ ル ニ75例(90

%)ニ 於 テ陽性 ラ得 タ リ、表示 ス レバ左 ノ如 シ｡

第 六 表
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ヨ
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41%

17%

ll%

陰 性, S 10ラ6

之 一ヨ レバ所謂健康青年 中 ニハ如何 ニ多 クノ活

動性結核 ガ存 シ而 モ大多撒 ハ無 自寛 ナル テ以 テ

自他 共 ニ危瞼 ニ シテ個人保健上 ハ勿論、肚會衛

生 上甚 ダ危惧 ス〈・キモ ノナル カヲ考 ヘ シムル ト

共 ニ ー面又本検査 ノ如何 二重大 ナル意義 テ有 ス

ル カテ知 ルニ足ルベ シ｡

(爾血清補罷i、結 合反慮 ニ ツ イテハ山科清三氏

ノ論文 ア リ参照 ラ乞 フ)｡

第四章 結 論

1.所 謂 健康 ナ ル 青年期 中等學校生徒1227名

一 ツキ結核感染率73.1テ 得 タ リ、而 シテ此敷

ノ・大艦年齢 ノ遽塘 ト平行 シ檜 大 ス｡

2.人 類 ノ結 核感染 ハ決 シテ主1・ シテ少年期 二

於 テ ノミ行 ハル ・モ ノニ非 ズシテ青年期 及 ソ

レ以後 二於 テモカナ リ多 キモ ノナルコ トテ確

メ タリ｡

3.即 人 類 ノ結核感染 ノ時期 的割合 ハ次 ノ如 ク

推定 シ得、少年期 二於 ケル感染 ヲ約1/2ト ス

レバ青年期 一 アリテハ1/4ニ シテ残絵 ノ1/4

ハ青 年期以後 ニ於 テ螢 マル ・モ ノ ト見倣 シ

得｡

4.「 ツ〈ごルク リン」皮 内 反磨陽性者812(976)

名 「レ」爲眞上肺 ニ病的 所見テ認 メラシモ ノ83

(97)名 一12(10)%ナ リキ、此中早期 浸潤 及 ソ

ノ綾装症状 ト見 ルベ キモ ノ28(35)-3・4〈3・6)

%,血 行 性播種性結核48ω4}-5・9(・5・5)%、

其 他 ノモ ノハ3(4)例 一:・一シテ爾初感染 病竈 ノ

新鮮 ナ リト認 ムベキモ ノ4名 テ得 タ リ、此外

輩 ニ胸 内淋 巴腺腫脹 テ詮明 セルハ71(86)名 ニ

シテ内3名 二於 テハ明ナル肺 内周園浸潤 像 テ

呈 セ リ、肋膜滲 出液 及肥厚豫 ラ有 セルモ ノハ

2](L){;)名 ニ シテ此 中6(7)名 ニ ハ同時 二肺野

一血行 性播種像 ラ嚢 見 ス｡

5.早 期 浸潤 ノ「レ」線學的拉 ビニ臨林的所 見ハ

諸家 ノ記載 ニ大罷符合 ス｡

6.血 行 性播種 性結核 モ亦所謂健康青年 ニ可 ナ

リ多数存 スルモ ノナ リ.

7.此 モ ノ・豫後良好 ナル コ トニ封 シテノ・諸家

ト見 テー ニスル モ成人肺結核 ハ決 シテ早期浸

潤 ノミヨリ始 登 不ルモノニ非ズ シテ血行性播

種 性結核 モ之 ニ關與 スル トコロ少 ヵラザル モ

ノ ト信 ズ｡

8.早 期 浸潤、血行 性播 種性結核 共 自畳的症候

・・殆 ン ド訣 除 シ、他昼的(理 學的)所 見 モ甚 ダ

不明瞭 ナルカ叉 ハ確實 ナルモ ノ多 キモ血行性

播種 ニ アツテハ從來所謂肺 尖 「カタル」或 ハ肺

尖浸潤 ト呼稽 セ ラレシモ ノニー致 スルモ ノア

リ、 「レン トゲ ン」所 見 トハー致 セザ ルモ ノ多

シo
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9.是 等 ノモ ノニ・ソキ血液 學的検査 ラ行 ヘルニ

血液 像、赤 血球沈 降反 鷹等 ニハ普遍 性 テ鋏 ク

モ補艦結 合反慮 ハ90%ニ 於 テ陽性 ラ示 セ リ｡

10.初 期 肺結核 ニ ア ツ テハ如何 ナル型 テ問 ハ

ズ確然 タル 自寛 的症歌 及理學 的所 見 テ呈 セザ

ル テ以 テ結核 早期診断 ニハ所謂 健康者 ノ罷格

検査、就 中 「レン トゲ ン」検 査 テ以 テ最良 ト思

惟 ス、此事 ハ ヒトリ結核診断 ノミナ ラズ ソノ

豫防上、治療 上重要 ナル モ ノナ リ｡

(本文 ノ大要 ハ 昭和4年 第7同 日本結核 病學會

総 會 ニ於 テ登表 セルモ ノナ リ)｡

稿 テ終 ルニ臨 ミ當教室技術 員奥山鐵治 氏 ガ終始

熱心 ニ「レン トゲ ン」検査殊 ニ窮眞撮影 ニ從事 サ

レシテ深謝 ス.
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